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要  旨 

本稿は、1980〜2010 年の日本経済の変遷を、都市の人口規模と産業構造の視点から実証的

に分析するものである。日本における都市化は 1970 年代までに一段落し、以降は、近隣都市

群の合併吸収によって都市が巨大化する次の段階に移行した。1980・2010 年の両時点におい

て存在する都市の人口は、平均成長率が 24%と、総人口成長率 9%に対して大きく増加して

いる。一方で、製造業小分類に関して、個々の都市の産業構造に注目すると、個々の都市に

おける立地産業は 30 年間で平均 30%以上も入れ替わっていることが分かる。このように、

都市群は、人口・産業分布について顕著な撹乱を経験してきた。一方で、都市の規模と産業

構造の関係に着目すれば、個々の産業の立地都市数と、その産業の立地都市の平均人口規模

は、30 年間通してほぼ一定の対数線形関係を保ってきた。本稿では、上記の事実を示すとと

もに、この秩序の政策的インプリーケション及び背後にあるメカニズムについて議論する。 
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